
令和７年度 柏市立酒井根東小学校 学校経営グランドデザイン

学校教育目標 豊かな人間性と主体的に学ぶ力を備えた 実践力のあるたくましい児童の育成

目指す児童像 目標に向かい 友達と共に やりぬく子
～感じ 考え 行動する 東っ子～

短期目標 今年度末の学校像
○“当たり前”の共通認識を図り，互いに高め合いながら，組織として取り組む実践が向上している。
○地域と学校との協働をより充実させると共に，その運営体制がより良いものとして築かれている。

中期目標 ３年後に実現したい学校像
〇目指す児童像を保護者・地域と共有し，学校職員と地域人材が共に学びに関わる教育課程が実現されている。
〇一人ひとりの子ども達が主体的に学習活動に取組み，友達と協力しあいながら，最後までやり抜く姿が見られる。

（課題解決を通して，よりよく生きる児童が育つ学校）

目指す学校像
〇児童一人ひとりを大切にし，心身共における安心安全が確保された学校
〇教育活動を組織的に実践する学校（“チーム東”，小中連携）
〇家庭や地域から信頼され，協働する学校（コミュニティ・スクール）

酒井根中学校区学校運営協議会 ・ 東っ子お助け隊

目指す教職員像
〇教育者としての愛情と使命感を持つ教職員
〇相互に力量を高め合い，連携協力して課題を解決する教職員
〇凡事徹底，“当たり前”が当たり前にできる教職員（原点回帰）

学校経営
学びづくりプロジェクト 心づくりプロジェクト 動きづくりプロジェクト

学ぶ意欲の育成 幸せ・満足の追求 自律とよりよい人間関係づくり

〇進んで「学び合う」児童の育成（国語・体育を中心）
〇小中９年間を見通した指導（教科担任制の充実，

小中連携による学習指導）
〇対話的，深い学び（「伝え合う」活動，教科横断的な

指導，学校図書館・ICT活用，体験活動）
〇基礎基本となる学力定着を図る指導
〇家庭学習の充実

〇生徒指導の機能を生かした「わかる授業」の展開

〇確かな児童理解と組織的対応の充実

〇一人ひとりの教育的ニーズに対応した特別支援教
育の推進

〇不登校児童への組織的対応（「東のえんがわ」他）

〇不登校児童への学習保障及び意欲を高める評価

〇児童の主体性を育む特別活動の工夫改善

〇心身ともに健康な児童の育成

〇教科と関連した学校行事の推進

〇「人間関係形成」を目指した特別活動

〇健康と食に関する指導の充実

〇学習ボランティアとの連携

〇地域と連携した学習の推進

〇ＳＳＷ，ＳＣとの連携

〇関係機関との連携

〇主任児童委員・民生委員との連携

〇学校医，学校薬剤師，歯科衛生士等との連携

〇学校環境整備ボランティアとの連携

○清掃活動の充実（黙働）


